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▲ 采 1 防
B即 の棒由 :BHCは合成戯華として我閥では





⊥60,0/撒 据わ BHCを造ったO勿論 Liuda'3eくフ㌧休
合蕊fJ臼プbJ臥Il.)の如き i･体合致の高 い製 品樺掛 ､
がそれ程 γ体を純粋にしなくても,この.1ヨ的 には充
分であり慣梅等の戊から云つでも凝気さへ戯 ければ
㈹'ob爾後で充分である占 こq渦 動こ粕興した BHC
lTi-?






















































(A) 無 処 讃P.払
(a) 研用紙無地判圭区
(C) 偵 堪 珊 区 (1%)
(D) 犠 処 理 区 (5%)
(E) 新聞紙処理区 (1%)
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防 虫 科 学
数えて栗象に依る披鰍沢況を調べた勉第1衣の様にな
ったo櫓上述の如く･熟剤処理区 (C),(D),(Iq,(F)



















































































































トは,髄 鞘 潤 村山郡左沢町地内において採取 癌木
職那須郡西郷粥野町斬在の問峯鉱化工業株式金融声域
において粉砕緒製せられ 風舗法によって妨1紬 こし
めすような3政略に大別されたものである｡こオLらの
TELbletAThedegreeof伽enssandth8
aver喝8diameterofthesar)pl草pOWders
(m/m).
(Ku｡imneKd相加 gyoCo.Ltd.)
DegreeoffincnesI Avet喝ediamctcr
Ⅴ (Coarse)
VA (Floe)
VAA (ExtrELfilC)
17ti
′0.074虫0.038
臥061土 0.01.5
0.048j=0.008
El然状態における水分倉皇は 5･0%内外であったが,
実験には第2報 (1950)に?べたところと同様L■1100
の龍蟻掛 こ5糊糾 ､れてその合有水分を放逸したのち,
城代カルシウムのデシケ-'1-に保存しておいたもの
をもちいた.PIIの洞窟値は7f)～8･5で,覇塩基性で
あるDその他 2,3の性質をしるせば,色相 V淡苛色
74姥,VA78賂 VAA80段≡,見料此罵 V0.53,◆vA
O･dS,VAAOA5,膨潤 y5-1･5倍iVA 6-1.5倣,
V良A6-1･5倍で,蛸 窺 V35-i;I)cc,VA40-15cc,
VAA40-20ccであるQfi:お,平均したイヒ揮分析粘塊
は大体購2おのごとくであるO (以上粍すべて囲峯鋸
イヒエ範株式金紋の資柳 こよる｡)
をT如C2･Theresultofchemica一analysis
of'′YamagataBcntonite′L(Kunimine
'1{BkaK6gyoColLtdl)
Substance 1 %
